
令和４年（2022年）６月那覇市議会定例会 

 

代表質問発言通告書 (２日目 ) 

令和４年６月８日(水) 
                                  ニ   ラ   イ  30分 

                                  日 本 共 産 党 25分 

                                  無 所 属 ク ラ ブ 15分 

                                  立憲民主 ・ 社大 15分 

無 所 属 の 会 10分 

                                  みんなの協働！ 10分 

 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 糸 数 貴 子 

( ニ ラ イ ) 

 

１ 市政につい

て 

 

 

２ 子ども子育

て支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

３ 働き方改革 

について 

 城間市政８年の事業実施評価および課題につ

いて伺う 

 

 

(１) 子どもの居場所事業のあり方について伺う 

 

(２) 放課後児童クラブ支援について伺う 

 

(３) ヤングケアラーの支援について、現状と

課題を伺う 

 

(４) 産後ケア事業について伺う 

 

 

ワークライフバランスの実現における男性職

員育休取得の向上の取組について 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 

割当時間(答弁を除く) 



代表質問（２日目） 令和４年６月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 山田マドカ 

( ニ ラ イ ) 

 

 

 

１ 制服のリサ

イクル化につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 那覇市の職

員数について 

 

 

３ 防災行政に

ついて 

 

 

４ 学習支援に

ついて 

 

 

 

５ 環境行政に

ついて 

 

 真和志中学校で行われているエコリサイクル

制服の取組について以下伺う 

 

(１) ＳＤＧｓの観点から、制服のリサイクル化

に取り組んでいる本市の中学校は何校ある

か伺う 

   

(２) 環境対策における制服リサイクル化の効

果について伺う 

 

 

正職員と会計年度任用職員の割合について伺う 

 

 

 

 ５月 31 日の土砂災害警戒情報発表時の対応に

ついて伺う 

 

 

(１) 無料塾の実施状況について伺う 

 

(２) まなびクーポンの経緯について伺う 

 

 

 11 月定例会でも取上げた、ハワイやパラオな

どで有害性が指摘される物質を含んだ日焼け止

めの販売を禁じる法律が施行された。県都那覇市

のその後の取組について伺う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和４年６月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 清 水 磨 男 

( ニ ラ イ ) 

 

 

 

１ 子育て、福

祉行政につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 経済行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 文化行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 内密出産について 

 

(２) 登校しない児童生徒数について 

 

(３) こども家庭庁の名称と役割について 

 

(４) アピアランスケアについて 

 

(５) 男性用トイレへのサニタリーボックスの

設置について 

 

(６) ＵＤフォントの使用について 

 

 

(１) 2025 年の崖、に対する取組について 

 

(２) 那覇市において、正社員と非正規社員の同

年齢での賃金格差はどうなっているか 

 

(３) 電動キックボードに対する整備を伺う 

 

(４) 駐輪場の整備は那覇市内において進んで

いるのか伺う 

 

(５) 外国人観光客の見込みについて 

 

(６) フォトロゲイニングの活用について伺う 

 

(７) 指定管理者制度の改善について那覇市の

考えを伺う 

 

 

(１) なはーとの運営について 

 

(２) サッカースタジアムについて 

 

(３) 市民文化部の再編について 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 安全保障に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 新型コロナ

について 

 

 

 

 

 

 

(１) 那覇軍港での訓練について、日米両国から

の説明はあったのか伺う 

 

(２) 自衛隊那覇基地の機能について伺う 

 

(３) 海上保安庁のヘリの配備態勢はどうなっ

ているのか伺う 

 

(４) 那覇市として、駐日ウクライナ大使の講演

などを提案するが、考えを伺う 

 

 

(１) 市民への対応の中で、課題や苦情の状況を

伺う 

 

(２) 今後、必要とされる取組について伺う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和４年６月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 湧 川 朝 渉 

(日本共産党) 

 

 

 

１ 物価高騰・

コロナ禍につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 市民のくらしと営業が深刻な打撃を受け

ている。物価が高騰している原因は「新型コ

ロナ」と「ウクライナ侵略」だけではない。

「アベノミクス」の「異次元の金融緩和」が、

異常円安と物価高騰を招いたことは、誰もが

認めている事実で、自公政権の責任は重大で

ある。食品主要 105 社が年内に実施したか、

予定している値上げが１万 789 品目に及ん

でいることを明らかにした帝国データバン

クの調査結果の概要と消費者物価指数の動

向を問う 

 

(２) 日本共産党那覇市議団は、「物価高騰・コ

ロナ禍から暮らしと営業を守る緊急対策の

強化を求める申し入れ」を城間市長に行っ

た。見解と対応を問う 

 

(３) 那覇市の６月補正予算案における物価高

騰・コロナ禍への対策内容を問う 

 

(４) コロナ禍、物価・原油・原材料の高騰、急 

激な円安が経営を直撃している中小企業・小 

規模事業者への支援について問う 

 

(５) コロナ禍で大きな打撃を受けている本県

のリーディング産業である観光関連業者等

への対策について問う 

 

(６) コロナ感染・医療体制の状況と課題を問う 

 

(７) 県が実施している感染拡大を抑え、医療体 

制を守り、社会経済活動を継続するための対 

策期間についての概要を問う 

 

(８) ６月１日以降のオミクロン株に対応した

濃厚接触者の特定・行動制限について沖縄県 

の考え方を問う 

 

(９) マスクの着用の考え方及び就学前児の取

扱いを問う 

 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 平和行政に

ついて 

 

 

(10) ワクチン接種状況と４回目接種の取組を

問う 

 

(11) コロナ後遺症の状況と支援等の課題につ

いて問う 

 

(12) 政府は５月 26 日、観光目的の入国につい

て感染リスクが低い国と地域から訪れる添

乗員付きのパッケージ旅行客に限定し、段階

的に受入れを再開していく方針を明らかに

した。地域住民が安心してインバウンド観光

客を迎えることができるための政府が示す

基本的事項等と県・市の対応、課題について問う 

 

(13) ４月 26 日、全国知事会は「感染再拡大の

抑制と社会経済活動の両立に向けた緊急提

言」をまとめ、①感染拡大防止等 ②ワクチ

ン接種の円滑な実施 ③保健・医療体制の強

化 ④事業者支援及び雇用対策 ⑤誰ひとり

取り残さない社会の構築で、政府に対し実効

性のある感染対策と新たな経済対策にスピ

ード感をもった取組を求めている。見解を問う 

 

 

(１) ロシア・プーチン政権がウクライナに侵略

してから３か月以上がたった。たくさんの命

が損なわれる痛ましい事態を目にして、多く

の方々がやりきれない憤りを募らせている。

同時に、危機に乗じて、「憲法９条を変えろ」

「敵基地攻撃」能力の保有、核共有、大軍拡

を自民党や日本維新の会などがあおってい

る。「力には力で」「軍事には軍事で」という

論理は、際限のない大軍拡、軍拡競争に陥り、

戦争への危険を高めていく。見解を問う 

 

(２) アジア諸国民と日本国民に甚大な犠牲を

もたらした侵略戦争への深い反省の上に憲

法は制定された。前文で「政府の行為によっ

て再び戦争の惨禍が起ることのないように

する」と決意し、９条で戦争放棄・戦力不保

持を掲げている。ロシアのウクライナ侵略と

いう暴挙によって第２次世界大戦後の国際 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  米軍･自衛

隊・環境問題

について 

秩序が大きく揺らぐ中、75年前に日本が世界

に向かって発信した平和主義の原点に立ち

返り、改憲を許さず憲法を守り生かす取組、

平和外交を強めることが一層重要になって

いる。見解を問う 

 

(３) ６月 23 日「慰霊の日」。本土防衛のための

「捨て石作戦」で住民が巻き込まれ、県民の

４人に１人が犠牲となった沖縄戦の組織的

戦闘が終結して 77 年。悲惨極まる戦争を二

度と繰り返させてはならない。平和行政、平

和教育についての決意を問う 

 

 

(１) 2016 年３月、台湾に近い日本最西端の与

那国島に陸上自衛隊の沿岸監視隊が配備さ

れたのを皮切りに、18 年３月には、陸上自

衛隊に「日本版海兵隊」と呼ばれる「水陸機

動団」が発足、19 年３月、艦船を攻撃する

陸自の地対艦ミサイル部隊、航空機を迎撃す

る地対空ミサイル部隊などを奄美大島に配

備、20 年３月、宮古島にも地対艦・地対空

ミサイル部隊が配備された。今後は石垣島へ

の地対艦・地対空ミサイル両部隊の配備、沖

縄本島への地対艦ミサイル部隊の配備も狙

っている。戦争を招きかねない自衛隊の増強

に対する見解を問う 

 

(２) 防衛省が全国各地の自衛隊施設約 60 施設

で消火用水槽を調べたところ、８割弱の施設

で有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）が国の暫定

指針値を超える値で検出され、航空自衛隊那

覇基地では全 17 槽で国指針を超え、最大で

約３万倍。海上自衛隊那覇基地では指針値 

７万倍のＰＦＡＳが検出された。見解と対応

を問う 

 

(３) 「琉球新報」が米国の情報公開制度で入手

した在沖米海兵隊の内部資料で、2016 年２

月の調査において、有機フッ素化合物のＰＦ

ＯＳ（ピーフォス）が 1 リットル当たり約２

万 7,000ナノグラム、ＰＦＯＡ（ピーフォア） 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本土復帰 50

周年、玉城デ

ニー県知事の

新たな「建議

書」と日米首

脳会談につい

て 

  が同約 1,800 ナノグラム検出されたことが

記録されていた。現行の国の暫定指針値の

576 倍という高濃度の有機フッ素化合物（Ｐ

ＦＡＳ）が検出されていたことが判明した。

ＰＦＡＳによる河川や湧き水などの水質汚

染は普天間周辺だけでなく、嘉手納基地やキ

ャンプ・ハンセンの周辺でも確認されてい

る。北谷浄水場の取水源の一つとなる河川

や、金武町の水道水の水源からもＰＦＡＳが

検出されている。地元住民の安全を軽視して

いる米軍と政府の姿勢は許せない。周辺住民

の不安を解消するために、政府は県民の健康

影響を広範囲に調べる必要がある。また、飲

み水の安全確保のため水質調査など必要な

措置をとり、汚染源である可能性が高い基地

内の立ち入り調査を県や所在市町村ととも

に政府の責任で実施し、汚染防止と浄化対策

を早急に実施すべきである。見解を問う 

 

 

(１) 本土復帰 50 年にあたり玉城デニー県知事

は５月 10 日、岸田首相に、復帰当時の先人

達の願い、今を生きる私達県民の思いを踏ま

え、「平和で豊かな沖縄の実現に向けた新た

な建議書」を手交した。新たな「建議書」は、

①本土復帰において「沖縄を平和の島とす

る」ことが沖縄県と政府の共通の目標である

ことを確認し、基地のない沖縄の実現に取り

組む ②在沖米軍基地の整理・縮小、日米地

位協定の抜本的見直し、普天間飛行場の速や

かな運用停止を含む一日も早い危険性の除

去、辺野古新基地建設の断念等の沖縄の基地

問題の早期の解決 ③日本国憲法が保障する

「民主主義」と「地方自治」について、正当

な手続きにより示された民意や地方自治体

の判断と責任の原則を尊重する ④武力によ

る抑止ではなく平和的な外交・対話により緊

張緩和と信頼醸成を図ることで地域の平和

の構築を図ることを求めている。とくに軍事

的抑止力強化に頼ることに対して、「悲惨な

沖縄戦を経験した県民の平和を希求する思い

とは全く相いれるものではありません」と述 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  オ ー ル 沖

縄・城間市政

の実績と政治

姿勢について 

 

べられている。「抑止力」の名で軍事力強化、

「敵基地攻撃」、９条の改定などさまざまな

大合唱が起きているが、県民の気持ちと相い

れないとこれを厳しく退け、外交による信頼

醸成、平和創出に取り組むことも強く求めて

いる。岸田自公政権は、「建議書」を重く受

け止め、沖縄県民の切実な願いの実現に力を

尽くすべきである。見解を問う 

 

(２) ５月 23 日、岸田首相とバイデン米大統領

が会談した。両国首脳は、名護市辺野古での

「普天間飛行場代替施設の建設を含む在日

米軍再編を着実に実施していく」ことで一致

した。玉城デニー知事が復帰 50 年にあたっ

ての新たな建議書で、「基地のない平和な沖

縄」をつくりたいとして、そのために辺野古

新基地建設は中止し、普天間基地は返還して

ほしいと求めたにもかかわらず、沖縄の声は

一顧だにされず、県民投票で７割以上が辺野

古新基地反対の意思を示した結果と民主主

義をも否定する許しがたいものともなって

いる。さらに、日米同盟の抑止力、対処力を

早急に強化する。日本の防衛力を抜本的に強

化するとして、その裏付けとなる防衛費の相

当な増額を確保する。核による拡大抑止＝抑

止力をさらに強化していくことも合意して

いる。日本は、「力には力」という道を選ぶ

べきではない。外交の力で世界とアジアの平

和を創出する、そのために９条を生かしてい

く道を選択すべきである。見解を問う 

 

 

(１) 2018 年２期目の市長選挙の争点ともな

り、自民党など野党の激しい妨害を乗り越え

て昨年開館した「那覇文化芸術劇場 なはー

と」など、高く評価されているオール沖縄・

城間幹子市政２期８年間の主な実績を問う 

 

(２) 本土復帰 50 年間、基地のない平和で豊か

な沖縄をめざす県民のたたかいは、様々な

逆流や曲折を経ながらも着実に発展して

いる。とりわけ、沖縄建白書実現を旗印に、 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

保守・中道・無党派・革新の垣根をこえて「オ

ール沖縄」がつくられ、翁長県政と城間市政

を誕生させ、今日、玉城県政にも引き継がれ、

玉城県政と城間市政が大きな実績をあげて

いることは、市民と県民のたたかいがつくり

だした大きな成果である。「イデオロギーよ

りアイデンティティー」「あらゆる手法を駆

使して、辺野古に新基地はつくらせない」「米

軍基地は、沖縄経済発展の最大の阻害要因で

ある。基地建設とリンクしたかのような経済

振興策は、将来に大きな禍根を残す」「新し

い沖縄を拓き、沖縄らしい優しい社会を構築

する」など、命を懸けて沖縄に尽くした不屈

の政治家、翁長雄志前県知事・元那覇市長へ

の思いと、辺野古新基地反対、玉城デニー県

政を引き続き支えていくとの城間幹子市長

のぶれない信念について伺う 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、

関係部長 
 



代表質問（２日目） 令和４年６月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 前 田 千 尋 

(日本共産党) 

 

 

 

１ 物価高騰・

コロナ禍から

暮らしと営業

を守ることに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 19 日、日本共産党那覇市議団は城間幹子

市長へ、「物価高騰・コロナ禍から暮らしと営業

を守る緊急対策の強化を求める申し入れ」を行っ

た。以下 14項目について対応を問う 

 

(１) 飲食店や商店、観光関連業者、中小零細事

業者に対し、固定費補助等をはじめ、支援策

を早急に具体化すること 

 

(２) 公共事業等において、燃料、資材などの値

上がりによる影響を調査し、適切な公共事業

等の発注になるよう対策を講ずること 

 

(３) インボイス制度がシルバー人材センター

登録者に影響を及ぼさない対策を講じること 

 

(４) 国民健康保険税は 18 歳未満の均等割負担

分を市が全額補助すること 

 

(５) 後期高齢者の医療費窓口負担の２倍化を

凍結するよう国に求めること、市は非課税者

の窓口負担を助成すること 

 

(６) 低所得者、ひとり親家庭への経済的支援策

をさらに拡充すること 

 

(７) 生活保護受給世帯へ緊急的な見舞金を支

給すること 

 

(８) 子ども医療費助成については、県とも連携

して対象年齢を高校卒業まで広げること 

 

(９) 就学援助基準の引き上げで対象者を拡大

し、支給内容を拡充すること 

 

(10) 学校給食に関しては、食材料の値上げによ

る給食費の引き上げは行わないことと、質の

低下を招かないよう、食材の高騰分を市が負

担すること 

 

(11) 学校給食費の無償化をはじめ、教材費等の

保護者負担軽減を真剣に検討すること 
 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 政府の物価

高騰・コロナ

禍対策の拡大

強化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12) 公租公課の減免を拡充すること 

 

(13) 介護、福祉施設に対してガソリン代の補助

を行うこと 

 

(14) 上下水道料金の基本料金を新型コロナ対

策で実施されたように４か月間免除すること 

 

 

歳出総額２兆 7,009 憶円という国の補正予算

が成立したが半分以上が国会の議決なしに政府

の判断で使用できる予備費となっている。施策を

示さないのでは「物価高対策」の実質が伴わない。

物価高騰・コロナ禍から当面のくらしと営業を守

り、経済をまわすためにも、政府は次の 16項目、 

①コロナ禍のもとで世界 84 の国･地域で消費税

減税が行われている。日本でも消費税を直ちに

５％に引き下げ、インボイス制度導入の中止と消

費税の納税困難事業者に対する減免措置の実施 

②固定費を補助する直接支援を継続。既往債務と

利息の返済凍結、運転資金の確保のために、20

年返済・据置期間 10 年・期間中無利子の融資制

度を創設 ③事業復活支援金を持続化給付金並み

に拡充し、家賃支援等給付金を再支給 ④原油価

格高騰対策として、トリガー条項の発動を含む卸

売価格の引き下げをはかる ⑤飲食店・運輸・中

小製造業等の事業用燃油と農業、漁業用の燃油価

格を引き下げる ⑥小麦の政府売り渡し価格を引

き下げる ⑦特例貸付制度利用者に対する返済免

除の要件を緩和する ⑧急激な物価高騰に対応し

て生活保護基準を引き上げる ⑨住民税非課税世

帯に限定せず、困窮者に対する給付金を拡大する 

⑩住宅確保給付金の対象拡大と延長を行う ⑪小

学校休業等対応助成金、支援金を継続する ⑫ア

ルバイト収入が減少した学生等への生活支援給

付をおこなう ⑬最低賃金を時給 1,500 円に引き

上げる。大企業への内部留保課税を新設し、税収

増、不公平是正をはかるとともに賃金引き上げ

に誘導する。10 兆円規模の中小企業への賃金引

き上げ支援を講じて賃金を引き上げる ⑭安全･

安心の医療･介護の実現へ、すべてのケア労働者

のまともな賃上げを実現する ⑮年金減額をスト 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

３ こどもの貧

困対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

４ 本市の６月

補正予算案に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 那覇市ぶん

かテンブス館

及び那覇市伝

統工芸館につ

いて 

 

ップする ⑯円安を誘導し、輸入物価を引き上げ

る「異次元の金融緩和」政策からの抜本的転換を

はかるなど、政府は実効性のある感染対策と新た

な経済対策にスピード感をもって取り組むべき

である。見解を問う 

 

 

県は 2021 年度沖縄子ども調査の報告書を公表

した。小学５年と中学２年の親子を対象に分析し

た結果、新型コロナウイルスの影響で低所得層が

さらに困難な状況に置かれていることが浮き彫

りになっている。生活がより厳しくなっただけで

なく、影響は学習面や心の健康にも色濃く表れて

いる。報告書の概要と見解を問う 

 

 

 市民に寄り添った補正予算案・新たな施策を評

価する 

 

(１) 2022 年度子育て世代に対する子育て世帯

生活支援特別給付金及び 2022 年度子育て世

帯生活支援特別給付金(那覇市新型コロナ感

染症対策)について問う 

 

(２) 那覇市まなびクーポン事業について問う 

 

(３) 児童クラブ賃借料補助金について問う 

 

 

(１) 現在の利用状況と課題を問う 

 

(２) 伝統工芸館及びぶんかテンブス館の一体

的活用に関する基本方針を問う 

 

(３) 基本方針に基づく「てんぶす那覇マネジメ

ント事業（ＴＭＯ）」について問う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、

関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和４年６月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 奥 間 綾 乃 

(無所属クラブ) 

 

１ 困窮世帯へ

の経済支援に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 女性支援に

ついて 

 

 

 

 長期化するコロナ禍の不況に加えて、ロシアに

よるウクライナ侵略が物価高騰を招き、経済的に

困窮する世帯が増加している。以下伺う 

 

(１) コロナ禍で失業、雇用止め、休業等により

収入が激減した世帯に対する経済支援策に

ついて伺う 

 

(２) 児童生徒を抱える母子父子世帯に対する

本市独自の支援策について伺う 

 

(３) 物価高騰により原油価格、食料品、日用品

が値上がりしている 

バス、モノレール通勤、通学者に対する

費用援助、高齢者及び障がい者に対するタ

クシー無料化を要望する。見解を伺う 

 

 

令和４年５月 19 日、衆議院本会議において女

性支援新法が成立した。2024 年の施行に向け以

下伺う 

 

(１) 新たなる「女性支援法」の概要と目的を伺う 

 

(２) 新制度実施に向けた本市の課題について

伺う 

 

(３) 本市の女性支援事業について以下伺う 

 

① 主な取組について 

 

② 主な相談内容と支援体制について 

 

③ 若年妊産婦支援について 

 

④ 自立支援について 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和４年６月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

７ 與 儀 喜 邦 

(立憲民主・社大) 

１ 新型コロナ

ワクチン接種

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 環境行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

３ 障がい福祉

について 

 

 

 

 

４ 那覇軍港に

ついて 

 

 

 

 

５ 救急医療に

ついて 

 

(１) ３回目ワクチン接種の現状及び４回目の

計画について伺う 

 

(２) 若年層のワクチン接種率について伺う 

 

(３) 小児接種（５歳から 11 歳）の取組につい

て伺う 

 

(４) ワクチン廃棄の問題について伺う 

 

 

(１) 航空自衛隊那覇基地における有機フッ素

化合物（ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ）汚染に対し、

その後の調査結果と対応について伺う 

 

(２) 北谷浄水場の一部水源でのＰＦＯＳ等汚

染による水道水の現状と対応、及び健康へ

の影響について伺う 

 

 

(１) パーキングパーミット制度について伺う 

 

(２) 本庁舎の車椅子使用者用駐車施設につい

て伺う 

 

 

(１) ２月那覇軍港（那覇港湾施設）での米軍訓

練について見解を伺う 

 

(２) 那覇軍港の浦添移設について見解を伺う 

 

 

(１) 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）のコンビニ

設置状況及び使用実績について伺う 

 

(２) ドクターヘリ活動における那覇市消防局

のランデブーポイント使用状況、及び那覇市

立病院の役割について伺う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、上下水道事業管理者、関係部長 

 



代表質問（２日目） 令和４年６月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

８ 中 村 圭 介 

(無所属の会) 

 

 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

２ 沖縄の食と

魅力の発信拠

点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まちぐゎーでは、市長就任から８年の間にも第

一牧志公設市場の再整備、アーケードの問題や、

公設市場衣料部雑貨部の閉場、コロナ禍での治安

の急速な悪化など様々な変化と課題があった。ま

ちぐゎーに愛着を持つ市長として、後世に残した

いまちぐゎーの姿について市長の見解を問う 

 

 

 第一牧志公設市場の建て替え工事が進み、来年

の春ごろを目標としたリニューアルオープンが

迫ってきている 

しっかりと建設を進めると同時に、再整備基本

方針で示した市場の将来像を実現していかなけ

ればならない。また本事業は沖縄振興特定事業推

進費を活用しての「沖縄の食の魅力発信拠点整備

事業」であり、求められる意義は旧来の市場の建

て替えにとどまらない。以下問う 

 

(１) 基本方針１として「沖縄食文化を継承・発

展する市場づくり・マチグヮーへ多くの人を

誘引し、マチグヮーの商環境やにぎわい創出

をけん引する那覇の大市場として、多様な食

品等を扱い沖縄食文化の継承・発展を図って

いく市民・県民に愛される市場を目指す」と

ある。そのための施策を問う 

    

(２) 基本方針２として「観光地としての魅力向

上に寄与する市場づくり・マチグヮーの観光

拠点施設として、今後も多くの観光客を誘客

するために、市場機能と連携したイベントや

情報発信等が可能となる機能導入を図り、今

後も増加が期待される国内・海外の観光客に

愛される市場を目指す」とある。そのための

施策を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 協働による

まちづくりに

ついて 

 

 

 

 

仮設の第一牧志公設市場が元の場所に戻るこ

とを見越して、跡地利用についても煮詰めていか

なければならない。中心市街地にあり、要望が多

く寄せられるこの場所は「にぎわい広場」として

整備された時のように、地域住民や周辺事業者等

とも協議しながら活用を考えるべきであると考

える。現在の計画の進捗と今後の予定を問う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 

 



代表質問（２日目） 令和４年６月８日(水) 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

９ 上 里 直 司 

(みんなの協働！) 

 

 

 

１ 新型コロナ

ウィルス対策

について 

 

 

 

 

２ 那覇市歴史

博物館につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  夜 間 中 学

（学級）につ

いて 

 

 

 

４ 教育行政に

ついて 

 

 

５ まなびクー

ポン事業につ

いて 

(１) ３回目のワクチン接種状況と大量のワク

チンを廃棄するに至った経緯及び接種促進

の課題について 

  

(２) 保健所での感染者への対応の課題について 

 

 

(１) 尚家からの貴重資料の寄贈及び設置の経

緯について 

 

(２) 現在の場所での運営の課題、来館者からの 

声について 

 

(３) 沖縄県の中城御殿跡地整備基本計画では、 

国宝「琉球国王尚家関係資料」は常時、展示

できる環境整備ができるのか 

 

(４) 県の中城御殿跡地整備事業において、国宝 

「琉球国王尚家関係資料」を含む那覇市歴史

博物館の所蔵資料について、那覇市が所蔵管

理者として常時、展示、保管ができないか見

解を伺う 

 

 

(１) ニーズ調査の実施とその結果について 

 

(２) 検討委員会の開催状況と設置に向けた今

後の取組について 

 

 

 中学校学習支援員配置事業の意義と今後、小学 

校高学年向け支援員配置事業の実施について 

 

 

(１) 大幅に対象児童を増やす補正予算案が提

案されているが、より多くの対象児童が申

請、利用しやすくなるための取組を伺う 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

(２) 本事業を推進していく上で、学校現場、教

育委員会の支援も不可欠であるが、教育長の

本事業の評価、具体的な支援内容を伺う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 


